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無線モジュール・テストレポート 

安定通信のために、RSSI値と入力電力 

 
対象無線モジュール：IM920、IM920c 

 

 

 

 

１．はじめに 

このテストレポートは、弊社の 920MHz 無線モジュール IM920 および IM920c がデータ受信時に出力

する RSSI値と入力電力に関するレポートです。 

 

２．対象無線モジュール 

・920MHz無線モジュール 

IM920、IM920c、IM920XT、IM920XS、IM920XW、IM920XL 

 

３．RSSI値と入力電力 

IM920、IM920cでの RSSI値と入力電力の関係は次の通りです。RSSI値が大きいほど入力信号が強

いことを表します。IM920 では入力電力と RSSI 値の関係はほぼリニアですが、無線モジュールでの

ばらつきで±2dB程度前後する可能性があります。 

 

入力電力[dBm]＝RSSI値(10進) – 235 

 

y = 0.9998x + 234.35

100

110

120

130

140

150

160

170

180

190

200

210

220

230

-120 -110 -100 -90 -80 -70 -60 -50 -40 -30 -20 -10 0

R
SS

I値

入力電力 [dBm]

IM920 入力電力対 RSSI値

 

表 1 RSSI 値と入力電力 
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ノイズがない環境での受信可能な RSSI値は 125前後が限界ですので、安定した通信には 135程度は

必要と思われます。また使用環境によってはノイズの影響がありますので必要な RSSI 値は高くなり

ます。 

IM920 の RSSI 値読み出しコマンド（RDRS）を使用すると、コマンド実行時のノイズや環境の信号

強度を出力しますので、設置場所の状況が分かると思います。 

 

４．免責事項 

このレポートの内容は予告なく変更する場合があります。 

 

５．改定履歴 

初版制定 2017年 10月 20日 

以上 

 


